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隠岐島後都万地域の新第三系貝化石群集

角 舘 正 勝＊

Neogene　molluscan　fossil　assemblages　from　the　Tsuma，district

　　　　　　　in　Dogo，Oki　Islands，southwest　Ja，pan．

Masakatsu　KAKuDATE

　　　　　　　　　は　じ　め　に

　おきどうご　　　　　　　　　　　　　　　　ときばりやま　　　こおり
　隠岐島後の新第三系は下位より，時張山累層，郡累
　　く　み　　　　　　　　っ　ま

層，久見累層，都万累層に区分される（山崎，1984）．

このうち都万村周辺に分布する都万累層は，M吻αgレ

pec陀η肌碗舘肌07詑ηsおMASUDAやしど冠配αηゆpo勉。α

YOSHIWARAなど中新世の化石を多産する（大久保，

1981など）．また都万累層より，多井（1956），多井・

加藤（1980）は，BLOw（1969）のN10～N12から産

する群集に相当する有孔虫群集を，横田（1984）は，

秋葉（1983）の1）ε頑。％lopsお痂co6αT∫cαZoneから

産する群集に相当する珪藻群集を報告した．このため

都万累層は，中部中新統とされている．しかし本地域

より産出した貝化石について，筆者が採集した標本に
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加え，これまで島根大学地質学教室において収蔵され

てきた多くの標本を再検討した結果，年代や堆積環境

について，従来とは異なるいくつかの知見を得たので，

ここに報告する．

地　質　概　説

　調査地域は，島後南西部都万湾に面した南北約L5

km，東西約L5kmの地域である（第1図）．この地域

に分布する都万累層を山崎（1984）は，岩相により下
　　かまや　　　　　　　　なかざと
部の釜谷砂岩層，上部の中里凝灰質砂岩層の2部層に

区分した．周囲を隠岐流紋岩に被覆されるため，中里

凝灰質砂岩層の上限は不明であるが，下位の久見累層

とは都万湾南岸で不整合関係が認められる．

　以下，都万累層について記述する．

　（1）釜谷砂岩層

　本層は灰～灰白色を呈する塊状中粒砂岩よりなり，
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第2図　都万地域の地質図（化石産地を示す）
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第1図　調査地域位置図

＊　島根大学理学部地質学教室

1．隠岐流紋岩溶岩
里凝灰質砂岩層　4．
灰質砂岩層基底部）

産地　7．断層

2．同質火砕岩類　3．中
白色軽石凝灰岩層（中里凝

5．釜谷砂岩層　6．化石
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第4図　Loc．1，Loc．2露頭位置図

対比される珪藻化石群集を報告した．その層準が中里

凝灰質砂岩層のどこに位置するかは不明である．

貝化石群集

L㏄．1　畏 細粒砂岩

第3図　都万地域の模式柱状図

粗粒砂岩ないし細礫岩層を挟在する．中粒砂岩中には

砂管などの生痕化石や生物擾乱構造がよく認められ，

最下部の粗粒砂岩（第2図，第3図，Loc．2）から

は，貝化石，有孔虫，カイメンの骨針などが多産す

る．多井（1956），多井・加藤（1980）は都万釜谷海岸

の細粒砂岩露頭より有孔虫を報告し，都万累層の年代

を中期中新世と考察している．しかし，多井の報告し

た露頭（第2図，第3図，Loc．1）は，前述の貝化石

を産するLoc．2とは約80m離れて位置し（第4図），

両者の間には断層が存在することが確認された．なお，

Loc．1からはノ鞄。包1αηα等の貝化石が産している．

　（2）中里凝灰質砂岩層

　層理の良く発達した凝灰質砂岩を主とし，泥岩～シ

ルト岩，淘汰の良い細礫岩～粗粒砂岩，凝灰岩を挟在

する．また，基底部に白色の軽石凝灰岩を伴い，下位

の釜谷砂岩層を整合に覆う．本層も釜谷砂岩層と同様

に生物擾乱構造がひんぱんに認められ，部分的に貝化

石が密集する．横田（1984）は，向山地区（第2図）

から．0θ祓。％lopsぢ8ηぎcoδαTぎ。αZone（秋葉，1983）に

　本地域では，これまで15地点より貝化石の産出が確

認されている．これらは構成種により，下位から順に

飽。膨1αηα群集，“．Pθc孟θη”一Chlαmgε群集，丁灘7漉llα一

Glgcg耀7∫8群集，Pぬ7一ハ船dα7α群集の4化石群集

が識別される．

　（1）ノV刎認αηα群集

　都万村釜谷海岸に露出する細粒砂岩（Loc．1）より

産する．前述したようにLoc．1の細粒砂岩は近傍の釜

谷砂岩層とは断層関係にあり，都万累層に含めること

には問題があるが，ここでは本地域で認められる貝化

石群集の一つとして記載しておく．Loc．1では二枚貝

類8属8種，掘足類1属1種，巻貝類2属2種を識別
した．特徴的な種は，〈r鷹配αηα（〈r秘C％1αηα）pθ挽％1α

8αdoθηsお（YOKOYAMA），Arθmocα7d彪msp．などで，

ノ鞄。認αηα以外は産出個体数は少ない．

　ほとんどの個体が保存良好で，合弁で産するものは少

ないものの，破損しているものはほとんどみられない

　（2）“Pθc孟θη”一Chlαmg8群集

　釜谷砂岩層最下部（Loc．2）より産する．本地域内で

は，種数，個体数とも最も多く，二枚貝類18属24種，

巻貝類2属2種，腕足類2属2種を識別した．Mぎgαgゆθc一

飽ηm砿8％魁07彪η8おMASUDAをはじめ〃『ぬ硫opθc陀η

規α孟s％moπθπ8ぎ8（NAKAMuRA），〃’．Pα7αplθ6θル8

m％7αめθπ8お（MASUDA　and　TAKEGAWA），ノVαηαocん1α．

肌98ηo孟。θηsぎ80施施煽θηsぢs（NOMURA　and　HATAI），

Chlαmg8cosめeη8ぎs　h，θ孟θ708rl卯孟α　（YOKOYAMA），

Sωぎ∫孟oPθc置θη8ωゲ琵ぎ（BERNARDI）など“Pθc孟θη”お

よびCん1α規那属に含まれる種が特徴的に認められ
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　　　第1表　都万地域の産出化石
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S　ecies loc．　12345
1Vuculana　IVuculana　　ρernロ1a　sadoensls　（Yokoyama） VA
yoldla　ぐCnes亡erlum♪　notab111s　Yokoyama C
ノ4nadara　64nadara♪　amlcula　elongata　NOda 鴨
θエycymerls　sp・ F
〃egacrenellaaff・c・11・mblana（r）all》 R
Ohlamys　coslZ）ensls　he亡ero91yρ亡a　（Yokoyama） R
（〕．　　　SPP． R　　R

S寵f亡opec亡enswlf亡i1（Bemardi） R
ハ1anaochエaπ1ys　noむoensls　o七口tumiensiIs　（N㎝ura　and　Hatai） R
”1　a　l　ecten　1ηaむsumorlensls　Masuda 鴨
〃1zulloρec亡en　m∂むsumorlensls　（Nakamura） C
〃．　　　　　　　　ρaraρ1ebeブus　mロra亡aensls　（Masuda　and　Takegawa） VA
〃．　　　　　　　　　cf．　亡ryZ）rlu伍　（Yokoyama） R
κ．　　　　　　　SPP． R　　R

L加aむロ1akurodalqyεma C　C

Luclnoma　ac亡111nea亡ロm　（Cbnrad A
L．　　　　　ann口1ata　（Reeve》 R
Thyasira　亡okunagai　Kuroda　et　Habe F　R

Felanle1エa　aff。　ロs亡a　（Gould） R
yenerl　cardia　sp． F
Nemocardium　sp． C
Cエ1nocardlum　c1エ1a亡um　（Fabricius》 R　　R
（〕。　　　　　　　　　fastosu伍　（Yokoyama》 C
0．　　　　　　　SPP。 C
Serr1ρes　groenエandlcus　（Bruguiるre》 R
，S．　　　　sp． R
〃ac　tra　ぐ〃ac　tra♪　sp． R
Sρ1sula　ぐ〃actromerlsク　aff・　voyi　（Gabb》

kロ亡rarla　ぐPsammoρhla♪　sleZ）oエdll　Deshayes

　　R
q
一

〃acoma　lzurensls　（Yoko　ama） F
〃．　　　　nlPρonlca　（Tokunaga） R
〃．　　　sp． R　R

ハ1venlusoガanus（Yokoyama） F
PI　ta「　1toi　（Makiyama） A　　A

〃ya　64reno　m　yaクゴaρonlca　Jay R　　　R

Panomyas加otomensls（Otuka） F　R

PanopeゴaρonlcaA．超εms
seredo　sp．

R　　　　VA

ThraclakamayaslklenslsHatai F
T．　　　　　kakumana　（Yokoyama） R
T．　　　　sp・ C

SHIPHONODENT瓢IDAE A
Tロrri亡e1エa　ぐIdae1エa）　むanaguraensis　Kbtaka

s．　　　　　　sp．

鴨　　　　F

Natlca　sp． R　C　　F

Boreo亡roρhon　sp． R
Tonna　sp・ R
Ooρtoむhyrls　grayl　mlyaglensls（Hatai，　Masudaand　Noda） R
Terebra亡ullna　sp・ R
Lin亡hia　n1ρponlc∂Yoshiwara A
Shlzastar　sp． R

R
A

1～2，F
11～20，

3～5，C：6～10，
VA：21～　　　　（個体数）
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る．　また，Clぬocα7d彪鵠。∬ぬ施伽（FABRICIUs），C．

∫αs孟。舘常（YOKOYAMA），Sθ77ゆθs870θη♂α寵ぢ。包8

（BRUGU危RE），Th7α碗αんαん％鵠αηα（YoKOYAMA）な

ども産する．ウニ類では，L薦hぬ勉ppoηδcαYOSHIWARA

が多い．

　“Pθc孟θバ類とL碗hぬを除くと，ほとんどのものは

殻が溶脱しているが，二次的な変形，破損などは少な

く，Th7αcめ，Cl‘ηocα7d彪鵠，“Pθc孟θη”類の大部分は合

弁である．本群集は大久保（1981）のCl∫η。cα7d砲m．

M吻α8ゆθc孟θη群集に相当する．

　（3）丁雛鏡ε磁一G勿。脚θ7お群集

　中里凝灰質砂岩層中部の中～細粒砂岩（Loc．4）よ

り産し，二枚貝類7属8種，巻貝類2属2種を識別し

た．yoldぬ（Cηθ8陀7彪m）η砿α祝々s（YOKOYAMA），

Cl碗ocα7dl彪規。ぎ1ぎα施m（FABRIcIus），Pαπom写αsδ鵠。一

め耀π8お（OTUKA）などの他，Glgcg耀7ど8sp．，

丁解7漉llαsp．などを産する．すべて印象化石で，特

徴など詳細を検討することは困難である．ChZα飢gs，

Pαηo飢辮を除く二枚貝はほとんどが合弁で産する．

　（4）Pぬ7一、4ηαdα7α群集

　中里凝灰質砂岩層中～上部の細粒砂岩～泥岩（Loc．3，

5）より産した．二枚貝類10属10種，巻貝類1属1種と

種数は乏しい．ノ4ηαdα7α（翫αdα7α）α煽C配αθ10ηg碗α

NODA，Pぬ7♂孟。δ（MAKIYAMA）などが密集して産

する．このほか，Pαηo鵠gα8∫鵠碗。別θη8∫8（OTUKA），

Th7αcどακα腕α9αsh読ぎθη8δ8HATAI，〃’ガ2鋤h，oPθc孟θπsp．

cf．M」Tψ1彪鴉（YOKOYAMA）などが特徴的に産す

る．産出化石のすべてが印象化石であるが，翫認僻α，

．Pぬ7，Mαc。肌α，Th7αcぬなどの多くは合弁である．

都万累層の年代

　都万累層は従来中部中新統として，本土側の布志名

層に対比されてきた（大久保，1981，1984；鳥居・横

田・石田，1984；山崎，1984など）．その根拠の一つは

有孔虫による年代である．多井（1956）は，都万累層

の最下部細粒砂岩中より産した底生有孔虫と若干の浮

遊性有孔虫を検討し，布志名層下部より産する有孔虫

群集に，高い類似性を持つことを指摘した．多井・加

藤（1980）では同一の露頭より産した有孔虫について

再度検討を行い，Glo6ガ8θ伽αpsθ記ocゆθ70θη8ぢ8の消

失上限とG．sp。cf．G．d7解gぢの出現下限を明らかにし，

BLOw（1969）のZoneのN　IO～N12に相当するとし

た．しかし多井らが都万累層最下部としたし。c．1の細

粒砂岩は，釜谷砂岩層の模式露頭より連続する典型的

な中粒砂岩層と断層で接している．両者の接する露頭

は1ヶ所のみで，断層の規模も不明であるが，Loc．1

の細粒砂岩を釜谷砂岩層として扱うことには疑問が持

たれる
　　　●
　都万類層の年代を中新世とする第2の根拠は，横田

（1984）による珪藻群集の報告である．横田によると，

本地域の北東部向山地区（第2図）に露出する珪藻土

より秋葉（1983）の．Dθ頑。％lop8∫sηどco6α7δcαZoneよ

り産する珪藻化石群集を得たとした．しかし，横田の

報告による珪藻産出露頭も，都万累層との関係が不明

瞭である．

　向山地区に隣接した上里地区（第2図）一には，向山

の露頭と類似した珪藻質泥岩が分布し，山崎（1984）

はこれを久見累層上部に対比した．筆者もこの考えを

支持し，向山地区の珪藻露頭も下位の久見累層に対比

される可能性が高いと考える．

　以上のように微化石による年代が議論されてきた層

準は層位学的に都万累層に含めるべきではないと考え

られる．

　都万累層最下部（L・c．2）では，中新世中～後期の

塩原型動物群（鎮西，1963；CHINzEIandlwASAKI，

1967；IWASAKI，1970など）を代表するM吻α8δpθc孟θη

賜α彦8膨mo幅θηsぎs　MASUDA，ハ4ガz漉opec孟θηmα孟翻mo7ど一

θηsど8（NAKAMuRA），M．Pα7α』plθ6θブ包8況解α孟αθηsガ8

（MAsuDAandTAKEGAwA）を産する．これは，山

形県大谷層（OGAsAwARA，SAITo　and　TAKAHAsHI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ
1985），宮城県福田層（NoMuRA　and　ONlsI，1940；

MASUDA　and　TAKEGAwA，1965）などから産する貝

化石群集に類似している．しかし，都万累層中の他の

層準（中部層準Loc．4，中～上部層準Loc．3，5）

からは塩原型の要素はほとんど認められない．産出

化石のうち，中新世の示準化石であるM吻α8ゆθc云θη

m碗甜mo7δeη8♂8MASUDAは，増田（1986）によれば，

その模式地に近い仙台市周辺では，旗立亜階（中期中

新世）と綱木亜階（後期中新世）に分布している．

OGAsAwARAand　SATo（1986）は，異なる層準から

産するM吻αgゆθc孟θη臓孟翻伽07ぎθη8」8についてEar

Length／She11Lengthの比を計測し，より新しい時代

のものほど大きな値を示すことを指摘した．これに基

づくと都万累層産標本の値はM瑠α9ゆひ。孟θη産出層準

中最も若いとされる大谷層産の標本にきわめて近い

（第5図）．増田（1986）は，日本列島各地で耶麻・塩

原型と呼ばれているもののなかには旗立亜階と綱木亜

階に分けられるべきものがあるとしているが，都万累
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第5図 M＠gゆθc孟eη椛就8％mo7ぢθη8おMAsuDAの各産出地におけるEarLength／

Shell　Length計測値（OGAsAwARAandSATo，1986より編図）大谷層産
標本は，OGASAwARA，SAITOandTAKAHASHI（1985）のPlate．2より測
定した．

層のM吻αg♂pθc言eπ飢α孟翻飢07ぎεηsおMASUDAを産出

する群集は綱木亜階に含まれることになる．増田（1986）

は耶麻型の方が塩原型より古く，後者は，海退相を示

すとしているが，これより深い環境を示す耶麻型の要

素は都万累層中では中～上部層準に特徴的にみられる．

なお，都万累層最下部層準では，この他，Chlα肌鯛

co8めεηs∫8hθ孟e70g匁lpむα（YOKOYAMA），C♂δηocα冠彪m

∫αsむ。舘飢（YOKOYAMA），M雪α（、47θηo盟ツα）ブαPoれ‘cα

JAY，jpαηolPθブαpoηぢ。αA．ADAMs，Th7αcゴαんα勉mαπα

（YoKoYAMA）などといった大桑万願寺動物群（OTuKA，

1936，1939など）の要素も認められる．都万累層中～

上部層準（Loc．3，4，5）では，Pαηomgα8ぢm・孟。一

㎜θη8δ8（OTuKA），Th，7αcぎαんα飢α9α8h，疏‘εη8δ8HATAI

などの耶麻型動物群（大塚，1941，1943）とyold∫α

（Cηθ8陀7彪飢）η碗α碗1おYOKOYAMA，、4παdα7α（、4πα一

dα7α）αmδc％♂αθJoπ8α孟αNoDA，Cl碗ocα7dl彪7ηc∫あα施盟

（FABRICIUS）などの大桑万願寺動物群に相当する貝

化石種が混在する．本層準はハηαdα7α（ハηαd併α）

α煽。包Zαθloπ8αめNoDAの産出により，NODA（1966）

のハ．如施ηo肋琵θπ部s一、4．α煽。％1αε♂oηgαめZoneに相

当する．これはまたKOTAKA（1959）の丁解が孟eZlα

8αJsh，財εηsδs　mo琵（∫包んπZone～T8αど8h包θπ8」8（s．s．）

Zoneに相当するが，本層準より産出したT％77漉♂Zα

は保存が悪く，種名を決定するまでには至っていない．

　以上のように，都万累層より産した貝化石群集は，

塩原一耶麻型動物群の要素と，大桑万願寺動物群の要

素とが混在する群集であり，塩原一耶麻型から大桑万

願寺型への移行期にある群集といえよう．したがって

貝化石から判断される都万累層の年代は，基底では後

期中新世，上部では後期中新世最末期ないし鮮新世初
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期といえる．

　このように貝化石群集より推定される年代は微化石

によって考えられていた年代（中期中新世初期～中期）

より新しくなる．これは年代が議論された微化石の産

出露頭の層準が，貝化石を産する典型的な都万累層の

層準とは異なるためである．微化石資料に基づけば，

従来微化石年代論の根拠となっていた露頭の層準は都

万累層より下位の久見累層に対比される．

古　　環　　境

　本地域の貝化石群集は，都万累層下部より産する特

定の種を除くと，すべて印象化石である．しかし破片

で産することは少なく，二枚貝は合弁で産するものが

多い．したがってこれらの群集は現地性ないし準現地

性であると考えられる．

　釜谷砂岩層下部（Loc．2）からは，“Pθc孟θη”，丁雛7レ

孟θllα，Clガηocα7d彪鵠などを多産する．これらの属に含

まれる現生種は，正浅海帯～亜浅海帯に多く生息して

いる　（KuRODA　a，nd　HABE，1952；月巴後，1973；波部，

1977）．また，数は少ないが，L眈7α7∫α（Psα規伽phぎ1α）

sぎθ601d励　DESHAYES，MΨα（ノ47θηo肌みα）ブαPoη∫cαJAY，

一Pαηopθブαpoπ∫cαA．ADAMSなどの現生種も産出す

る．これらが潮間帯～正浅海帯に生息する（波部，

1977）ことを考慮すると，地層堆積時の深度は正浅海

帯下部～亜浅海帯下部（20～100m）程度であったもの

と推測される．

　中里疑灰質砂岩層中部（Loc．4）からは，yolゐα，

Glgcgmθ7お，Pαηo鵬辮，丁灘7漉♂1α，などを産する．こ

れらの属の現生種は正浅海帯～亜浅海帯（KURODA　and

HABE，1952；肥後，1973；波部，1977）と広い分布

を持つが，とくに準浅海帯～亜浅海帯（20－30～100－

120m）に多く生息し，堆積当時の深度は，ほぼこれに

等しかったものと考えられる．ただし，とくに浅海を

指示する種は見られないことから，釜谷砂岩層下部と

比較してやや深い環境にあったといえよう．

　中里凝灰質砂岩層中～上部（Loc．3，5）では，P∫一

孟併，河παd併αを多産し，Pαηom辮，丁肋αcぬ，M辮など

をわずかに産出する．PぬT，．4ηαd併α，Mgαなどの属に

含まれる現生種の多くが，潮間帯～正浅海帯に生息す

る（波部，1977）ため，Pαπom辮，Th7αcぬなどの属の

現生種が，正浅海帯～下浅海帯に分布することを考慮

しても，正浅海帯上部～準浅海帯下部（0～50－60m）

に相当する深度であったといえる．

　以上の都万累層の貝化石層準は，すべてに共通して

Se77ゆθ8，．Pαηo飢穿α，Th7αcぬ，Cl漉ocα7d彪鴉，など沖

合性貝化石が認められる．これは，深度に多少の変化

があるにせよ，都万累層堆積時は，ほぼ全期間を通じ

て外洋水の影響下にあったことを示す．

　古水温については，都万累層より産出する貝化石群

集すべてに，冷温～寒冷系種が優占し，乏くに暖流系

を指示するものは見られない．なおテ釜谷海岸に露出す

る露頭（Loc．1）については，ノV％c％1αηα，ノVθmocα7d彪m

が優占し，これらの属に含まれる現生種が亜浅海帯に

多く生息するため，堆積時の深度はほぼその程度であ

ったものと思われる．

主要な種の記載

　本項で記載した標本は島根大学理学部地質学教室に

保管されている（標本番号はDGSU．colLcat．no．と

して表示）．

　Phylum　Mollusca

　　Class　Pelecypoda

　Family　Arcidae

Subfa，mily　Anada，rinae

Genus　、4ηαdα7αGRAY，1847

　Subgenus　／1ηαdα7αs．s．

、4ηαdα7α（ノhαdα7α）α規ぎ。配αθloηgα孟αNoda，1966

　　　　　　　　Pl．2，　Fig．4．

1935　、47cα孟π1彪θα孟αα加。認αYOKOYAMA；Kane－

　　　hara，Veηπs，5，275，pl．13，figs．7－8．

1939　、4ηαdα7αα肌ぎ。％1α（YOKOYAMA）；HATAI　and

　　　NIsIYAMA，」αμJo膨公Gθol．Gθ09稽，16，（1－2），

　　　145－148，pl．9，figs．1－2．

1959　翫αdα7α（、4ηαdα7α）α煽。配α（Yokoyama）；IwAI，

　　　B財ll，Ed勉。．Fαc．，Hぎ70sα師Uηぬ．，（5），54，pl．2，

　　　figs．4a－b．

1965　、4ηαdα7αα煽。財1α（YOKOYAMA）；IWAI，B％ll．

　　　Ed勉。．Fαc．，H〃08α隔　Uη砂．，（15），p1．14，figs．

　　　13a－b．

1965　、4ηαdα7αα飢δc％1α（YOKOYAMA）；KASENO　and

　　　MATsuuRA，Scガ．Rθp．，KαηαzαωαUη砂．，10，（1），

　　　pl．7，figs．16－17．

1966　／1ηαdα7α（、4ηαdα7α）αm∫c膨1αθloη9α孟αNODA；

　　　Sc乙Rθμ，Toh，oん％Uη砂．，2加l　Sθ低（Gθol．），38，

　　　（1），84－85，figs．2－7．
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1973　ハηαdα7αα煽。堀α（YoKoYAMA）；CHINzEI，

　　　T7αη8．P70c．PαZαθoη孟．Soc．」αPαη，ハんS．，（90），

　　　pl．4，fig．1．

1977　／1ηαdα7α（、4ηαdα7α）α7η∫c包1αeloπ8α孟αNODA；

　　　OGAsAwARA，Scδ．RθP．，Toん。勧Uηぬ．，2ηd

　　　Sθ低（Gε・♂．），47，（1－2），90－91，pl．6，figs．9a－

　　　b，10，12－15．

　標本：TO925（合弁内型，右殻は殻頂付近のみ），

T　O928（左殻内型），T　O929（右殻内型），産出はすべ

て印象である．半数近くは合弁で産する．

　特徴：殻は中型，後方に伸びた長卵形で，非常に不

等側．よくふくらむ．殻頂は小さく，前よりに位置し，

わずかに突出する．前背縁，後背縁は直線的．

　表面は，細く浅い同心円状の成長線と方形な30～35

本程度の放射肋によって刻まれる．放射肋は肋間より

やや広く，腹縁に向かって2～4本に分岐する．

　備考：都万累層産標本は小型のものが多く，成貝標

本はわずかである．成貝標本はその多くが，後方へ向

かって顕著に伸びる殻をもつこと，肋数が30～35本で

あることによって特徴づけられる．以上のことから，

本標本は、4παdα7α（、4παdα7α）α煽C認αθZOηgαめに同

定される．

　計測：

　　DGSU　colL

　　cat．no．　　　　殻長　殻高　殻幅殻高／殻長肋数

　　　丁0925（合殻）36．127．0　　　74．8％35

　　　T　O928（左殻）25．4　20．1　　　79．1　30

　　　T　O929（右殻）23．2　18．4　　　79．3　32

　産出：中里凝灰質砂岩層上部，凝灰質シルト岩～泥

岩より密集して産する．

　Family　Pectinidae

Subfamily　Chlamyinae

Genus　Chlα7ηgs　R6DING，1798

　Subgenus　　Chlα鵠98s．s．

Chlαmgs（Chlα観写s）c・8めeπs∫shθ孟θ7・gl塑α

　　　　　　（YOKOYAMA，1926）

　　　　pl．1，　fig．4，　pl．3，　fig．1．

1926　Pθc孟θηh，ε孟ε708匁』P施s　YOKOYAMA；Jo初乳Fαc．

　　　Scど．，1mμ　Uηぬ　To砲。，Sθc．，2．1，304，pl．33，

　　　figs．1－5，8．

1935

1977

標本

　特徴

ほぼ等側．右殻は左殻にくらべ，ふくらみが弱く

本あまりのやや方形な放射肋，同心円状の成長線，か

すかな網目紋様によって装飾される．放射肋は肋間と

等しいかあるいは広く，腹縁に向かって2分岐する．

　左殻は良くふくらみ，15本前後の不等な丸い放射肋

と明瞭なしわ状の成長線で刻まれる．

　備考：ChZαm鯛cos∫6θηsおと比較すると，頂角が大

きく，右殻にやや規則的な2分岐肋をもつ点で異なる．

　計測：

　　DGSU　co11．

　　cat．no．　　　　殻長　　殻高　　殻幅

　　　T　O919（左殻）39．6mm41．8mm13．7mm

　　　TO920（右殻）　　　　50．1　12．7
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　産出：釜谷砂岩層下部（Loc．2）の粗粒砂岩より上．

記の2個体を産した．

Pec孟θη（Pα♂Z彪7η）んθ孟θ708匁P孟包8YOKOYAMA；

NoMuRA　and　HATAI，Sαπo　Ho－oηKα∫M包s．，

Rθ8．B包ll．，（6），99，P1．10，figs．5，6，P1．11，figs．

2，7．

Chlαm写s（sL＆）co8めεηsぢs　hε孟e708勿P孟α（YoKo幽

YAMA）；OMoRI，P励．Sαdo．M初8．，（7），67－68，

pl．2，figs．13a，b．

：T　O920（右殻，殻頂部及び前方腹縁部を欠く）

　T　O919（左殻，後耳がわずかに欠損）

：殻は中型，厚質，丸い．不等殻で耳を除いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，10

Subfamily　Pectininae

Genus　／Vαηαoc配αmg8HATAI　and　MASUDA，1953

　　／VαηαochJαmgsηo孟oeηsどs　o孟包孟包mガθη8ぎs

　　　　　（NOMURA　and　HATAI），1937

　　　　　　　P1．1，Figs．6a－b．

1937　Pec孟θη（Sω沸oPθc孟θη？）o勧誡煽θη8ぎs　NoMu－

　　　RA　and　HATAI　l　Sαガ孟。　Ho－oηκαδM包s．，Re8．

　　　B観．，（13），130，pl．18，fig．7．

1940Pθc孟eπ（Cん1αmg8）Kα9α飢ぢαη膨s煽9α9ぢε廠8

　　　NAKAMuRA；」αμJo％公Gθol．Gθ08・殊，17，（1－2），

　　　10，pl．2，fig．4．

1960　〈危ηαochZα呪gsηo孟。θη8ど80施施煽θη8ぎ8（NOMURA

　　　and　HATAI）；MASuDA，Scガ．Rθp．，Toん。んαUηあ．，

　　　2η（Z　S　eT。（Gθol．），Spθc．∂o　Z．，（4），375－379，pl．39，

　　　figs．6－8．

1977　，ぬηαochZα椛gsπo孟。θηsぎ80施施煽θηsガs（NOMURA
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　　　and　HATAI）；MAsuDA　and　NoDA，Sα琵。　Ho－oη

　　　Kα∫・ぬ8・〈rα孟．伍s孟．，Rθ＆B包ll．，（45），P12，figs．

　　　1，2．

1982　．〈bηαoch♂αmg8ηo孟。θη8∫80施施煽θπ8ど8（NOMURA

　　　and　HATAI）；SATo，Sα琵。　Ho－oη　Kαδ〃F包s．

　　　Nα孟．伍s孟．，Re＆B包ll．，（50），53－57，pl．3，figs．

　　　3，4．

1986　〈bηαocんZα鵠“8ηo孟。εη8ど80施施煽eη8∫8（NOMURA

　　　and　HATAI）；MAsuDA，〃“oη08先M虎槻α煽

　　　F・s8δ1愉s．，（6），pl．1，fig．2．

1986　！〉伽αochlαmΨ8ηo孟。θπs∫80施施煽θη8∫8（NOMURA

　　　and　HATAI）；OGAsAwARA　and　SATo，Sαど孟。

　　　H・一・ηκαδぬ8．Nαオ．疏8孟．，Re8．B％ll．，（54），

　　　15－16，pL1，fig2，pl．2，figs．5，9．

　標本：T2389（合殻，右投腹縁及び左殻後部は欠損）

　特徴：殻は中型，厚質，三角形に近く，ほぼ等側．
　　　　　　　　　　　　
　右殻はよくふくらみ，4本の顕著な丸い放射肋，肋

間脈，細い同心円状の成長線と表面全体を刻む弱い網

目紋様をもつ．右殻の放射肋は肋間にくらべて広く，

殻頂付近で深い縦方向あ溝によってほぼ同じ大きさの

2本の細肋に分岐し，殻頂から腹縁に向かって1／3程

度で浅い溝によってさらに等しい2本の放射脈に分け

られる．側縁付近の放射脈は細くて低く，側縁部へ移

るにしたがって不明瞭になる．肋間脈は放射肋の1次

分岐と同時に生じ，腹縁部でほぼ等しく2～3に分岐

する．

　成長線は腹縁部で明瞭，前耳は三角形で，多少鱗片

状の放射肋数本と，多数の平行線によって装飾され，

深くせまい足糸彎入をもつ．後耳は欠けている．

　左殻はほぼ扁平．5本の顕著でなめらかな放射肋，

肋間脈，同心円状の成長線，右殻同様の網目紋様をも

つ．

　放射肋は肋間にくらべてせまく，腹縁部で3～7本

の放射脈に分かれる．

　肋間には，殻の上部で顕著な1次肋間脈が生じ，腹

縁へむかって2～3本の細脈に分岐する．さらに1次

肋間脈と肋間肋の間には，腹縁に向うにしたがって2

次，3次の肋間脈が生じる．

　耳の装飾は右殻に似る．

　備考：本種の幼貝は，S励声opθc孟θη8伽∫漉に｛以る．

しかし，右殻のふくらみが強いこと，前耳の形態によ

り，区別できる．都万累層産標本は合殻で産し，以上

の点から，本種に同定される．

　計測：

　　DGSU　coll．

　　cat．no．　　　　殻長　　殻高　　殻幅

　　　丁2389（合殻）35．9mm　　　　17．1mm

　産出：釜谷砂岩層下部（L・c．2）の粗粒砂岩より合

殻標本1個体を産した．

Subfamily　Amusiinae

　　Genus　〃吻α8ゆec孟eηMAsuDA，1952

M瑠α8ゆθc孟θη飢α孟s膨mo7∫θη8∫8MASUDA，1952

　　　　　　PL1，Figs．2，　3．

1936

1937

1952

1957

1962

1965

Pθc孟θπ（Psθ記α鵠撹8s彪盟）α雇hoθηsδ8MATSU－

MoTo；NoMuRA　and　HATAI，Sα琵。　Ho－oηKαガ

”膨8・，Rθs・B財1♂．，（10），121，P1．16，fig．12．

Pθc孟θη（Pse認αm包8s彪m）α配hoeη8ぎs　MATsu－

MOTO；NOMuRA　and　HATAI，Sα∫孟。　Ho－oηKαガ

餓8．，Rθs．B観．，（13），131，P1．20，figs．2，3．

〃’ｫα9ゆθc孟θπmα孟s祝腕07ぎθπsぢs　MASuDA；T7αηs．

P7・c・Pα1αθ・η孟・S・c．加α肱蹴S．，（8），252，P1．24，

figs．4－7．

〃『ｫα8ゆθc孟θηmα孟8財腕07どeη8ぎ8MASuDA；MASU－

DA，Sα琵。　Ho＿oηκαぎM包s．，Rθs．B財ll．，（26），31，

p1．4，figs．1a－4．

ル勧α9ゆθc孟θη規α孟s包mo7∫eη8ぎ8MASuDA；MASU－

DA，Scδ・RθIP．，Toh，o肋Uηぬ．，2ηd　Sθ7（Geol．），

33，（2），226，pL27，fig．13．

〃吻α9ゆθc孟θη観α孟8膨盟oTガεηs∫s　MASUDA；MASu－

DA　and　TAKEGAwA，Sαδ孟〇五10－oηκαご，〃’包8．，

Rθs．B％ll．，（34），pl．1，fig．11．

1970　Cん1αmgs（M瑠α9ゆθc孟θη）”α彦8包規07どθη8∫8（MA－

　　　SUDA）；IWASAKI，Jo瀦Fαc．Scぎ．，Uηあ．Toんgo，

1977

Sθc．2，17，pt．3；pl．5，fig．4．

ハ4吻α9ゆθc彦θπ別α孟翻mo7ぎθη8δ8MASuDA；MASu－

DA，Sα∫孟・H・一・ηκαぎぬ8．〈rα孟．伍s孟．，Rθ8．

B膨ll．，45，（6），pl．54，figs．1－4．

1977　〃吻α9ゆθc孟θηmα孟8μ飢07δθη8ど8MASUDA；MASU－

　　　DA　and　NoDA，Sα琵。　Ho－oηκαδM％8．〈rα孟．

　　　伍8孟・，Rθ8．B％ll．，（45），pl．2，fig．6．

1979

1980

〃吻α9ゆθc孟eηmα孟8財mo7δθηs∫8MASUDA；KOTA－

KA　and　KATo，Sα琵。　Ho－oηκαどM包s．，Rθ8．

B包ll．，（逢7），16，pL2，fig．4．

〃吻α9ゆθc孟㎝規α孟s包m碗θη8どs　MAsuDA；OHARA

andITO，．P7・∫καηη・，S．〃蹴V・1．，P1．16，
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　　　figs．1a－c．

1985　M吻α9ゆεc孟θη観α護8包moπθη8ε8MAsuDA；OGA－

　　　sAwARA，SAITo　and　TAKAHAsHI，Sαδ孟。　Ho－oη

　　　Kαδぬ＆〈rα孟．疏8孟．，Rθs．B包ll．，（53），32，P1．2，

　　　fig．8．

1986　M吻α8ゆθc孟θη観α孟s駕鵠07∫θηs‘8MAsuDA；OGA－

　　　sAwARA　and　SATo，Sα∫孟0110－oηKαガM祝s．〈rαむ．

　　　伍s孟．，Rθ8．B初ll．，（54），12，P1．1，figs．9－13．

　標本：T2390，T2391，T2392，T2393，T2394，

いずれも単殻で産するが，保存は良い．

　特徴：殻は大型，厚質，円形でほぼ等側．右殻は左

殻にくらべてややふくらみ，なめらかな表面を多数の

同心円状の成長線で刻まれる．また，殻頂から腹縁に

向ってかすかに放射状の條線が走るが，光の反射によ

って認められる程度である．

　右殻はほぼ扁平で，むしろ前後両側縁でそりかえる．

表面は細い同心円状の成長線と多数の放射状細脈によ

って刻まれる．細脈は殻の上部では明瞭であるが，殻

のほぼ中央部から腹縁部に向って不明瞭となる．

　耳は右殻，左殻とも同心円状の線のみにより刻まれ

る．

　備考：都万累層産標本は非常に大型で，なめらかな

右殻，細い放射脈を持つ左殻などによりM＠gゆθc孟επ

に同定される．

　計測：

　　DGSU　colL　殻長　　殻高　　耳の長さ　EL／SL

　　cat．no．　　　　（SL）　　（H）　　（EL）

　　　T2390（右殻）134．3mm129．1mm62．5mm46．5％

　　　T2391（右殻）144．2　　138．1　76．4　　53．0

　　　T2392（左殻）120．5　　117．9　　61．5　　51．O

　　　T2393（右殻）　108．5　　110．7　　59．7　　55．O

　　　T2394（左殻）　　　　　114．0　　65．0

　産出：釜谷砂岩層下部（Loc．2）の粗粒砂岩より産

出する．

Subfamily　Fortipectininae

　　　Genus　Mδz読opεc孟θηMAsuDA，1963

Mど2祝hoPθc孟επ鵠α舌側規07εθηsε8（NAKAMURA），1940

　　　　　　　P1．3，　Figs．2εし一b．

1935　Pθcむθη（Pαむ碗oPθc孟θη）9θ880θπ8ぎ8JAY；NO－

　　　MuRA，Sα琵。　Ho－oηKαZ　M財s．，Rθ8．B膨ll．，（5），

　　　105，pl．5，fig．5．

1937

1940

1956

1965

1967

1971

1979

1985

　標本

　特徴

らべややふくらむ．

　右殻表面は，14本前後の放射肋と多数の細い成長線

で装飾される．肋は肋間より広く平坦で，殻の下部で

部分的に2裂する．

　前耳は後耳にほぼ等しく，浅くて広い足糸彎入をも

つ．表面は無数の同心円状線によって刻まれる．

　左殻はほぼ扁平で，右殻同様14～16本の放射肋と多

数の同心円状の成長線で装飾される．肋は肋間よりせ

まく，とがり，腹縁に向って丸くなる．肋間はなめら

かで，部分的に殻の中部で肋間脈を生じる．

　前耳は後耳より大型で，殻頂から前方へ伸びた明瞭

な数本の放射肋とこれに交わる無数の平行条線によっ

て装飾される．後耳は前耳に似る．

　備考：本標本はM∫2顔opθC孟θη解8SOθη8ぎSに類似す

るが，放射肋の数が少ないことなどによって区別される．

Pθc孟θη（Pα孟彪oPθc孟θπ）ん疏雛αδYOKOYAMA；

NoMuRA　and　HATAI，Sα琵。　Ho－oηκα∫ハ4包s．，

Rθ8。B駕ll．，（13），130，pL19，fig．5．

Pθc孟θη（Pα面ηopec孟θη）んδm解α‘YOKOYAMA　l

mα孟翻moπθη8∫8NAKAMURA，」αPαη，」側低Gθol．

Gθ・9公，17，（1－2），13，pl．1，figs．1，2，pl．2，fig．5，

1－3．

Pα翻ηo』Pθc孟θηmα孟s初mo7ガθηsぎs（NAKAMURA）；

MASuDA，T7αη8．P70c．Pα1αθoη孟．Soc．」αPαπ，

皿S．，（23），221，pl．31，figs．1－4．

Mど駕hoPεc孟θη鵬α孟s財観07‘θηsδ8（NAKAMURA）；

MAsuDA　and　TAKEGAwA，Sハ1TO壬10－oηKαδ

臨s．，Rεs．B膨♂1．，（34），pl．1，fig．5．

Pα翻ηopec孟θηmα護翻mo7どeηsぎs（NAKAMURA）；

KoTAKA　a，nd　NoDA，Sα琵。　Ho－oηκαぎルんs．，

Rθs．一B％ll．，（36），pl．1，fig．12，pl．2，fig．15．

ハ4虎包h，oPθc陀η盟α孟s％観07どθηsぢs（NAKAMURA）；

MAsuDA　and　SHIBATA，Sα琵〇五10－oηKαδハ4撹8．，

Rθ8．B観．，（40），38－39，pl．4，fig．1．

M∫2％ho』Pθc孟θπ規α孟s包飢07ぢeηsぎ8（NAKAMURA）；

KoTAKA　and　KATo，Sα拷。　Ho－oπKαどM秘8．ノVα孟．

伍s孟．Rθ8．B冠ll．，（47），15－16，pL2，figs．1，7，8，

p1．3，figs．2，3．

Mδ2漉oPθc孟θηmα孟舘mo7どθηsぎ8（NAKAMURA）；

OGAsAwARA，SAITo　and　TAKAHAsHI，Sα‘孟o

H・一・ηKα∫ぬ8．Nα孟．伍8孟．，Rθs．B％IZ．，（53），pl．3，

一fig．6．

：T2395（ほぼ完全な合殻標本）

　：殻は大型，厚質，ほぼ等側，右殻は左殻にく
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　計測：

　　DGSU　coll．

　　cat．no．　　　　殻長　　　殻高　　　殻幅

　　　丁2395（合殻）102．1mm　102．5mm　　　mm

　産出：釜谷砂岩層下部（Loc．2）の粗粒砂岩より数

個体を採集した．うち，合殻のものは1個体のみであ

る．

ま と め

1．従来都万累層の年代の根拠となってきた有孔虫，

珪藻資料は，産出露頭の層準が不明であり，都万累層

とするのは疑問である．

2。都万累層の貝化石群集は塩原一耶麻型動物群の要

素と大桑万願寺動物群の要素とが混在している．

3．貝化石群集より推定される都万累層の年代は，後

期中新世末期～鮮新世初期である．

4．都万累層堆積当時の環境は，全期間を通じて，寒

冷な外洋水の影響をうける浅海であったと思われる．
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図　版　説　明

図版I
　Fig．1，　丁財”訪θZlα（1dαeZlα）孟απα9％7αθηsぎ8（KOTAKA），

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．TO989，Loc。2。

　Fig．2，M吻αgゆεc孟θπ肌α君側mo7∫eηs‘s　MASUDA，

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2535，Loc．2，左殻．

　Fig．3，M吻α9ゆec孟θπ規α孟s鋤mo7ぢθηs‘s　MASUDA，

　　　　　×2／3，DGSU　co11．cat．no．T2534，Loc．2，右殻．

　Fig．4，ChZαmgs　cosめeπ8ぎsんθむe70gZ即言α（YoKOYAMA），

　　　　　×2／3，DGSU　colL　cat．no．TO920，Loc．2，右殻．

　Fig．5，　Sωげ孟opec孟θη8ωげπ∫（BERNARDI），

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．TO921，Loc．2，左殻．

　Fig．6a－b，ノVαπαoc配α観gsπ砿。θη8‘80施施観∫θη訂8（理oMuRA　and　HATAI）・

　　　　　×2／3，DGSU　colL　cat．no．T2532，Loc．2，6a：右殻，6b：左殻．

図版II

　Fig．1，　L包。碗。？ηααc琵Z∫ηθα施規（CONRAD），

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．T2541，Loc．2，右殻。

　Fig．2，　Fθ1α痂θIZαaff．包sむα（GouLD），

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．T2542，Loc．2，右殻．

　Fig．3，ノV撹。認απα（〈勉。認αηα）Pεmμ1αsαdoeπ8∫s（YOKOYAMA）・

　　　　　×1，DGSU　colL　cat．no．T2540，Loc．1，左殻．

’Fig．4，ノ4ηαdα7α（、4παdα7α）αmぢ。艇1αeZoη9α孟αNODA・

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．TO925，Loc．5，左殻．

Fig．5，6，糠硫・PθcむθηPα副θδεブ膨sm％7α孟αθπs∫8（MASuDAandTAKEGAwA）・

　　　　　×2／3，Fig．5：DGSU　colL　cat．no．T2543，Loc．2，右殻，Fig．6：DGSU　coll．

　　　　　cat．no．T2544，Loc．2，左殻．

　Fig．7，M∫z％holPθc孟θηcf．孟7ψ1彪m（YOKOYAMA），

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2550，Loc。5，右殻．

　Fig．8，ノVθmocα7d彪規sp．，×1，DGSU　coll．cat．no．T2549，Loc．1，左殻．

　Fig．9，　Th，7αc∫αんαmαみα8h疏∫θηs∫8HATAI，

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．T2551，Loc．5，左殻．

　Fig．10，．Pぎ孟α灯む。涙MAKIYAMA），×1，DGSU　colL　cat・no・T2552・Loc・3・左殻・

　Fig．11a－b，　ThTαc∫αsp．，

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2545，Loc．2，11a：左殻，11b：右殻．
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図版III

　Fig・1，C配αmg8cosめθηsδs　hθ孟θ70gl即言α（YOKOYAMA），

　　　　　×1，DGSU　coll．cat．no．TO919，Loc．2，左殻．

　Fig・2a－b，Mど筋hoPθc孟θηmα孟8駕椛07δθη8ガ8（NAKAMURA），

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2538，Loc．2，2a：右殻，2b：左殻．

　Fig・3，M彪漉oPθc孟θηPα7αplθ6eルs鵠解α孟αθη8∫8（MASuDA　and　TAKEGAWA），

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2539，Loc．2，左殻．

　Fig・4，Cl彪ocα7d砲観∫αs孟08秘飢（YOKOYAMA），

　　　　　×2／3，DGSU　coll．cat．no．T2546，Loc．2，左殻．

　Fig・5，　Sθ”ゆθ8870θηZα加財。秘8（BRUGUIERE），

　　　　　×2／3，DGSU　colL　cat．no．T2547，Loc．2，左殻．

　Fig．6，An　operulum　of　Naticidae，×1，DG　SU　co11．cat．no．T2548，Loc．2．

　Fig．7，C伽ocα7d彪鵠sp．，×2／3，DGSU　coll．cat．no．TO933，Loc．2，左殻．
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